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DCLK2; DCAMKL2; DCDC3B; DCK2; Serine/threonine-protein kinase DCLK2; CaMK-like CREB
p11E=4 regulatory kinase 2; CL2; CLICK-II; CLICK2; Doublecortin domain-containing protein 3B;
Doublecortin-like and CAM kinase-like 2; Doublecortin-like kinase 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質キナーゼスーパーファミリーおよびダブルコルチンファミリーのメンバーをコードします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、微小管に結合して微小管の重合を制御する2つのN末端ダブルコルチンドメイン、Ca2+/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼと高い相同性を示すC末端セリン/スレオニンタンパク質キナーゼドメイン、およびダブルコルチンドメインとタンパク質キナーゼドメインの間にあり、複数のタンパク質間相互作用を媒介するセリン/プロリンリッチドメインを含みます。コードされるタンパク質の微小管重合活性は、そのタンパク質キナーゼ活性とは独立しています。マウスを用いた研究では、この遺伝子とファミリーの別のメンバーであるDCX遺伝子が海馬組織の確立において機能を共有しており、これらの遺伝子の欠損は、滑脳症のヒト患者で報告されているように、重度のてんかん表現型および致死性をもたらすことが示されています。多重交互触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。CaMK サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：2つのダブルコルチンドメインを含みます。,
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	DCLK2抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DCAMKL2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

